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東
日
本
大
震
災
が
壊
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
自
治
体

の
一
つ
、
岩
手
県
大
槌
町
。
津
波
で
家
屋
を
流
さ
れ
た
中
心

部
は
広
大
な
さ
ら
地
が
広
が
ひ
、
多
く
の
住
民
が
仮
設
住
宅

で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
た
ま
ま
だ
。
死
者
・
行
方
不
問
者
に

加
え
、
ま
ち
を
離
れ
る
人
々
は
後
を
絶
た
ず
、
震
災
前
後
で

人
口
の
減
少
率
が
県
内
最
大
の
自
治
体
で
も
あ
る
。
「
あ
の

日
」
か
ら
間
も
な
く
５
年
。
現
地
に
サ
ポ
ー
ト
拠
点
を
置
く

国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
岡
山
市
）
の
活
動
を

追
い
な
が
ら
、
被
災
地
の
今
に
迫
っ
た
。

　
太
鼓
や
笛
の
は
や
し
が
鳴
り

響
き
、
地
域
伝
来
の
獅
子
頭
が

舞
う
。
飲
食
コ
ー
ナ
ー
に
は
地

元
で
と
れ
た
サ
ケ
を
使
っ
た
雑

炊
や
ホ
タ
テ
の
網
焼
き
が
並
ん

で
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
。

　
１
月
3
0
、
3
1
の
両
日
、
大
槌

町
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
た

　
「
お
お
つ
も
感
謝
祭
」
。
初
日

は
町
内
で
復
興
支
援
に
携
わ
る

全
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自
治

体
職
員
ら
約
１
２
０
人
が
詰
め

掛
け
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
平

野
公
三
町
長
（
5
9
）
は
こ
う
呼
び

掛
け
た
。

　
　
「
大
槌
の
自
然
、
食
文
化
、

伝
統
に
可
能
性
を
感
じ
、
フ
ァ

ン
と
し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
交

流
し
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
」

　
震
災
５
年
を
機
に
初
め
て
企
画

し
た
感
謝
祭
に
は
、
幾
多
の
支
援

に
謝
意
を
示
す
こ
と
と
同
時
に
、
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津
波
に
の
ま
れ
た
旧
大
槌
町
役
場
庁
舎
は

　
「
震
災
遺
構
」
と
し
て
保
存
を
求
め
る
声

が
あ
る
＝
１
月
3
1
日

人口２割減復興道半ば　　１
震災5年岩手･大槌からの報告

も
う
一
つ
の
狙
い
が
あ
っ
た
。

外
部
の
人
々
と
の
絆
を
深
め
る

こ
と
に
よ
る
町
の
活
性
化
だ
。

　
背
景
に
は
壊
滅
的
な
津
波
被

害
と
、
こ
れ
に
伴
う
人
口
減
少

へ
の
危
機
感
が
あ
っ
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
海
沿
い
は
広
大
な
さ
ら
地
。

盛
り
土
に
よ
る
か
さ
上
げ
工
事

の
ダ
ン
プ
カ
ー
が
行
き
交
い
、

シ
ョ
ペ
ル
カ
ー
が
ご
う
音
を
響

か
せ
て
い
る
。

　
　
「
役
場
も
商
店
も
住
宅
も
、

建
物
は
ほ
と
ん
ど
流
さ
れ
た
。

前
は
こ
こ
か
ら
海
な
ん
て
見
え

な
か
っ
た
の
に
」
。
町
を
一
望

す
る
高
台
で
、
案
内
し
て
く
れ

た
地
元
の
菊
池
公
男
さ
ん
（
7
6
）

が
言
っ
た
。

津
波
で
ほ
と
ん
ど
の
建
物
が
流
さ
れ
た
大
槌
町
中
心
部
。
今
も
さ
ら

地
が
広
が
り
、
地
盤
か
さ
上
げ
工
事
の
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
が
ご
う
音
を

響
か
せ
る
＝
２
月
４
日

　
大
槌
町
は
当
時
、
沿
岸
部
が
　
７
５
棟
の
ほ
か
、
町
役
場
、
小
学

1
0
び
を
超
え
る
津
波
に
襲
わ
れ
校
な
ど
多
く
の
公
共
施
設
が
被

た
。
濁
流
は
ま
ち
の
中
心
部
の
　
災
。
死
者
・
行
方
不
間
者
は
人
口

半
分
を
の
み
込
み
、
家
屋
４
３
　
の
１
割
に
相
当
す
る
１
２
８
５
人

　
　
　
　
　
　
岩
手
県
大
槌
町
　
県
南
東
部
に
位
置
し
、
太
平
洋

四
回
一

に
刎
月
月

面
影
胆
石
見
回

サ
ケ
の
水
揚
げ
や
ホ
タ
テ
養
殖
、
ワ
カ
メ
生
産
と
い
っ
た
漁
業
が
主

産
業
。
人
口
は
２
月
末
現
在
１
万
２
３
６
５
人
。
沖
合
に
あ
る
蓬
東

島
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
人
形
劇
「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」
の
舞
台
の
モ

デ
ル
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

に
上
っ
た
。

　
震
災
後
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ
る

人
は
後
を
絶
た
ず
、
２
０
士
５
年

国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
町
人
口
は

前
回
調
査
（
1
0
年
）
に
比
べ
2
3
・

２
％
減
っ
た
。
ま
ち
づ
く
り
や
住

宅
再
建
の
遅
れ
が
流
出
に
拍
車
を

掛
け
て
い
る
と
さ
れ
、
町
は
将
来

を
担
う
人
材
不
足
の
危
機
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
。

　
菊
池
さ
ん
は
震
災
以
降
、
町
の

さ
ま
ざ
ま
な
風
景
を
カ
メ
ラ
に
収

め
て
き
た
。
復
興
の
歩
み
を
記
録

し
、
後
世
に
伝
え
る
た
め
だ
。
被

災
状
況
や
住
民
の
暮
ら
し
、
地
域

行
事
…
。
撮
影
枚
数
は
１
万
枚
余

り
に
及
ぶ
。

　
最
近
は
写
真
を
見
返
す
た
び
、

い
ら
だ
ち
を
感
じ
る
。
「
復
興
を

見
届
け
て
死
に
た
い
と
思
っ
て
い

た
が
・
…
そ
れ
も
か
な
わ
な
い
か

も
し
れ
な
い
」

　
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
大
槌
町
で
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
が
活
動
す
る
。
そ
の
Ｉ

つ
が
、
岡
山
市
に
本
部
を
構
え
る

国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
。
医
療
支
援
で
震
災
翌
日
に
医

師
を
派
遣
し
て
以
来
、
現
在
に
至

る
息
の
長
い
支
援
を
続
け
て
い

る
。
　
1
1
年
1
2
月
に
は
被
災
古
文
後
声

設
「
大
槌
健
康
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

土
を
町
内
に
開
設
し
た
。
「
み

ん
な
が
集
え
て
健
康
相
談
も
で
き

る
場
所
を
」
と
の
住
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
た
。

ス
タ
ッ
フ
３
人
は
い
ず
れ
も
現

地
採
用
し
た
。
施
設
で
の
鍼
灸
治

療
の
ほ
か
、
町
内
に
多
く
残
る
鮮

設
住
宅
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く

り
、
子
育
て
世
代
の
母
親
を
支
え

る
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
幅
広
い
活

動
を
行
う
。

　
　
「
被
災
者
の
心
の
傷
は
癒
や
さ

れ
る
ど
こ
ろ
か
深
刻
に
な
り
、
復

興
の
遅
れ
が
加
わ
っ
て
新
た
な
問

題
も
生
ま
れ
て
い
る
」

　
震
災
か
ら
５
年
。
セ
ン
タ
ー
長

の
鍼
灸
師
、
佐
々
木
賀
奈
子
さ

ん
（
5
3
）
は
不
安
を
募
ら
せ
て
い

る
。
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